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反
核
証
言
運
動
の
新
た
な
前
進
を
に
本
腰
を
入
れ
た
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
．
③
こ
の
一
年
間
、
長
崎
の
証
言
の
会
は
独
自
に
あ
’
一
九
八
三
年
度
の
活
動
方
針
Ｉ
る
い
は
共
催
の
形
で
、
き
わ
め
て
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
、
当
初
予
算
を
こ
え
る
財
政
支
出
を
し
い
ら
れ
長
崎
の
証
言
の
会
総
会
た
。
し
か
し
、
共
催
行
事
の
活
動
の
ほ
と
ん
ど
は
、
分
担
金
を
除
き
参
加
し
た
当
事
者
の
負
担
と
会
員
・
伽
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
』
刊
行
㈲
最
近
の
核
状
況
と
反
核
運
動
の
課
題
読
者
の
カ
ン
パ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
。
昨
年
の
外
昨
年
吃
月
誕
生
し
た
「
広
島
の
証
言
の
会
」
と
の
国
人
戦
争
犠
牲
者
追
悼
碑
建
立
募
金
を
除
き
、
会
独
昨
秋
の
総
会
か
ら
今
日
ま
で
の
一
年
間
、
世
界
の
緊
密
な
提
携
の
も
と
に
、
『
長
崎
の
証
言
』
を
ひ
き
自
の
募
金
は
行
わ
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
万
全
か
ら
反
核
・
軍
縮
運
動
は
、
第
二
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
つ
ぎ
つ
つ
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
全
国
化
、
世
自
発
的
な
心
の
こ
も
っ
た
カ
ン
・
〈
を
寄
せ
て
い
た
だ
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
。
昨
年
末
の
国
連
総
会
で
日
界
化
を
め
ざ
す
と
い
う
課
題
は
、
予
定
通
り
季
刊
四
き
、
か
ろ
う
じ
て
危
機
を
の
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
政
府
代
表
は
、
核
不
使
用
協
定
や
中
性
子
爆
弾
禁
冊
分
の
編
集
・
発
行
と
し
て
果
さ
れ
た
。
と
く
に
Ｓ
し
か
し
、
今
年
夏
の
原
水
禁
大
会
等
で
の
図
雷
販
止
等
の
一
連
の
提
案
へ
、
ア
メ
リ
カ
に
追
随
し
て
反
Ｓ
Ｄ
Ⅱ
を
中
心
と
す
る
国
民
的
反
核
運
動
、
平
和
。
売
実
綴
は
、
水
害
の
影
響
も
あ
り
、
例
年
の
三
分
の
対
票
を
投
じ
、
内
外
か
ら
の
強
い
批
判
を
あ
び
た
。
軍
縮
教
育
運
動
に
一
定
の
貢
献
、
対
応
を
果
す
こ
と
一
に
と
ど
ま
り
、
『
証
言
』
第
４
号
の
支
払
い
は
次
今
年
六
月
の
軍
縮
特
別
総
会
（
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｉ
）
で
鈴
が
で
き
た
。
内
容
的
に
は
、
証
言
編
、
実
践
記
録
お
年
度
に
繰
越
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
会
事
務
所
木
首
相
は
、
高
ま
る
反
核
世
論
に
押
さ
れ
て
平
和
三
よ
び
作
品
欄
、
会
員
・
読
者
欄
の
充
実
な
ど
い
く
つ
に
山
積
す
る
残
本
、
関
係
図
醤
普
及
の
た
め
に
、
会
原
則
を
語
り
、
核
軍
縮
へ
の
日
本
の
貢
献
を
誓
っ
た
。
か
の
課
題
を
か
か
え
て
お
り
、
編
集
実
務
、
刊
行
。
員
個
人
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
や
図
書
館
等
か
ら
も
稽
ま
た
、
日
本
の
被
爆
者
、
国
民
を
代
表
し
て
、
山
口
配
布
体
制
上
で
も
、
ま
だ
多
く
の
問
題
を
残
し
て
い
極
的
な
注
文
を
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い
。
仙
二
、
本
島
等
そ
の
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
が
核
廃
絶
．
る
。
こ
の
点
で
は
広
島
の
証
言
の
会
と
の
協
議
、
討
完
全
軍
縮
の
実
現
を
強
く
訴
え
た
。
３
・
田
広
島
加
論
を
深
め
つ
つ
、
一
そ
う
の
改
善
強
化
を
は
か
ら
れ
日
一
九
八
三
年
度
の
会
活
動
企
画
万
人
集
会
、
・
５
．
認
東
京
伽
万
人
集
会
、
６
・
昭
二
ば
な
ら
な
い
・
澤
馴
鐸
卸
樺
血
壺
秘
諜
罐
込
犀
雑
逵
趣
嘩
罎
唾
”
鑑
②
平
和
市
民
爾
座
、
反
核
市
民
運
動
の
展
開
①
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
』
刊
行
広
島
の
証
言
の
会
と
の
共
同
に
よ
っ
て
年
四
回
の
証
揚
を
実
証
す
る
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
①
長
崎
の
証
言
の
会
独
自
の
活
動
と
し
て
は
、
１
月
言
誌
刊
行
を
持
続
し
、
と
く
に
東
京
・
関
西
等
で
の
し
か
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｉ
最
終
文
書
が
示
す
よ
う
に
、
の
福
岡
被
団
協
と
の
学
習
交
流
会
（
小
浜
）
、
３
月
編
集
協
力
グ
ル
ー
プ
の
結
集
に
努
め
る
。
「
軍
縮
の
加
年
」
の
努
力
期
間
が
終
ろ
う
と
し
て
い
Ｉ
日
の
第
一
回
か
ら
ｎ
月
皿
日
の
第
四
回
に
い
た
る
〈
特
集
テ
ー
マ
〉
（
若
干
の
予
定
変
更
あ
り
）
る
の
に
、
「
不
幸
に
し
て
当
時
総
会
で
設
定
さ
れ
た
長
崎
平
和
市
民
講
座
の
開
催
、
８
月
と
皿
、
ｎ
月
の
第
五
号
ｌ
彼
爆
者
援
護
法
・
軍
縮
教
育
シ
ン
ポ
。
諸
目
標
は
今
日
に
お
い
て
も
当
時
と
同
様
、
あ
る
い
四
回
に
わ
た
る
「
長
崎
の
証
言
」
表
紙
原
画
展
そ
の
第
六
号
ｌ
草
の
根
反
核
運
動
ｌ
わ
が
家
、
わ
が
町
、
は
そ
れ
以
上
に
遠
く
に
あ
る
。
軍
備
競
争
は
減
少
し
他
が
展
開
さ
れ
た
。
ゞ
わ
が
職
場
で
の
反
核
活
動
・
平
和
学
習
活
動
。
て
い
な
い
ば
か
り
か
増
加
し
て
お
り
、
抑
制
の
た
め
②
ま
た
、
他
団
体
と
の
提
携
に
よ
る
４
月
２
日
の
福
第
七
号
ｌ
犯
年
目
の
反
核
証
言
、
原
水
禁
運
動
。
の
努
力
を
は
る
か
・
に
し
の
い
で
い
る
」
。
田
須
磨
子
忌
の
集
い
、
８
月
の
原
水
禁
大
会
関
連
行
第
八
号
’
八
三
原
水
禁
大
会
と
反
核
証
言
・
文
莞
そ
し
て
、
「
世
界
大
戦
ｌ
核
戦
争
の
脅
威
を
除
去
事
、
第
三
回
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
８
．
晦
核
廃
絶
〈
毎
号
収
録
の
内
容
〉
す
る
こ
と
は
、
今
日
も
っ
と
も
切
実
か
つ
緊
急
な
課
人
類
不
戦
の
集
い
、
昨
年
来
の
外
国
人
戦
争
犠
牲
者
㈱
証
言
Ｉ
単
な
る
被
爆
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
題
で
あ
る
。
人
類
は
選
択
に
直
面
し
て
い
る
。
す
な
追
悼
碑
建
立
と
吃
・
８
不
戦
の
集
い
、
今
年
３
月
の
日
の
核
軍
拡
を
告
発
し
、
変
革
を
志
向
す
る
証
言
を
、
わ
ら
軍
備
競
争
を
停
止
し
、
軍
縮
に
進
む
か
、
さ
も
記
念
文
集
『
核
廃
絶
人
類
不
戦
』
の
刊
行
な
ど
、
長
会
員
と
編
集
部
の
努
力
で
発
掘
、
製
作
す
る
。
な
け
れ
ば
絶
滅
に
直
面
す
る
か
で
あ
る
」
。
崎
の
証
言
の
会
は
こ
れ
ら
一
連
の
反
核
市
民
運
動
推
㈲
平
和
・
軍
縮
教
育
と
学
習
活
動
Ｉ
実
践
記
録
、
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ⅱ
で
は
へ
核
軍
縮
に
関
す
る
有
効
な
措
置
進
の
た
め
に
貢
献
し
た
。
エ
ッ
セ
イ
、
子
ど
も
・
青
年
・
父
母
の
作
文
欄
常
設
。
は
何
一
つ
決
定
さ
れ
ず
、
す
べ
て
は
今
後
の
課
題
と
③
こ
の
ほ
か
、
３
月
１
日
に
爆
心
地
を
ス
タ
ー
ト
し
例
草
の
根
反
核
運
動
・
被
爆
者
運
動
ｌ
論
文
、
各
し
て
残
さ
れ
た
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｉ
が
確
認
し
た
た
田
中
辰
夫
君
ら
の
平
和
行
進
、
秋
月
会
長
を
は
じ
地
の
運
動
紹
介
、
意
見
交
流
、
投
稿
欄
の
充
実
。
諸
原
則
と
行
動
計
画
を
再
確
認
し
つ
つ
、
と
く
に
、
め
と
す
る
長
崎
代
表
団
の
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ⅱ
へ
の
参
加
、
ョ
㈲
反
核
文
化
活
動
と
作
品
ｌ
文
学
、
演
劇
、
音
楽
、
研
究
・
情
報
の
普
及
お
よ
び
教
育
」
に
お
い
て
、
世
－
口
シ
・
〈
反
核
の
旅
、
あ
る
い
は
８
．
９
の
ナ
ガ
サ
美
術
、
映
画
等
の
活
動
紹
介
と
作
品
の
収
録
。
界
軍
縮
キ
ャ
ン
・
ヘ
ー
ン
に
つ
い
て
の
具
体
的
取
組
み
キ
詩
と
音
楽
の
夕
べ
、
８
．
９
の
平
和
美
術
展
、
２
②
『
長
崎
平
和
鏡
本
』
の
鰯
集
・
刊
行
を
決
定
し
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
。
ｎ
平
和
研
究
集
会
、
全
国
平
和
教
育
シ
ン
ポ
、
広
三
年
来
の
課
題
で
あ
る
の
で
、
来
春
早
々
刊
行
の
っ
て
い
る
。
こ
の
残
さ
れ
た
唯
一
の
希
望
の
灯
を
さ
島
・
長
崎
合
同
シ
ン
ポ
「
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ⅱ
と
反
核
の
今
後
」
予
定
で
取
組
む
。
内
容
と
し
て
は
長
崎
原
爆
の
紹
介
ら
に
大
き
く
燃
え
あ
が
ら
せ
る
た
め
に
、
「
ヒ
ロ
シ
（
広
島
）
、
あ
る
い
は
核
実
験
へ
の
抗
議
の
座
り
込
と
今
日
の
反
核
問
題
の
基
礎
知
識
、
長
崎
の
証
言
の
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
」
運
動
が
世
界
の
反
核
・
軍
み
な
ど
、
き
わ
め
て
多
面
的
な
反
核
運
動
へ
の
参
加
コ
ン
パ
ク
ト
な
紹
介
を
行
い
、
一
般
市
民
、
中
高
生
、
縮
運
動
、
平
和
・
軍
縮
教
育
に
負
っ
て
い
る
今
日
的
が
会
員
有
志
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
積
極
青
年
対
象
と
し
．
会
財
政
補
強
を
め
ざ
す
。
課
題
と
意
義
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
的
な
役
割
を
果
し
た
。
③
長
崎
平
和
市
民
購
座
の
開
催
題
蝿
Ⅷ
、
蠅
州
蔀
睡
鋤
ヤ
鎌
狸
剛
眺
雌
陥
画
吟
準
湘
⑤
会
の
実
務
・
組
織
・
財
政
活
動
の
反
省
長
崎
市
内
の
ほ
か
他
市
町
で
も
地
元
会
員
、
友
誼
団
体
と
の
提
携
の
形
で
可
能
な
か
ぎ
り
取
組
む
。
学
し
い
政
治
状
況
の
出
現
が
あ
げ
ら
れ
る
。
教
科
書
検
昨
年
度
の
総
会
で
は
、
編
集
と
販
売
普
及
等
の
実
生
や
青
年
、
婦
人
を
対
象
と
す
る
基
礎
講
座
や
ゼ
ミ
定
に
よ
る
歴
史
改
ざ
ん
の
問
題
が
、
反
核
運
動
世
界
務
活
動
の
改
善
、
会
員
・
読
者
の
拡
大
、
青
年
部
確
ナ
ー
ル
な
ど
、
内
容
・
方
法
の
点
で
工
夫
す
る
。
化
の
動
き
の
な
か
で
ク
ロ
ー
ズ
ァ
ッ
・
う
し
、
ァ
・
シ
ァ
立
等
に
つ
い
て
討
議
し
、
次
の
よ
う
に
決
意
し
た
。
④
原
水
禁
運
動
。
被
爆
者
援
謹
法
運
動
参
加
諸
国
民
衆
の
き
び
し
い
批
判
を
あ
び
た
こ
と
は
、
き
「
一
人
ひ
と
り
の
自
発
性
と
協
同
、
相
互
信
頼
に
長
崎
原
普
協
、
原
水
禁
連
絡
会
議
そ
の
他
と
提
携
わ
め
て
教
訓
的
で
あ
る
。
よ
っ
て
し
か
成
立
し
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
し
し
、
原
水
禁
大
会
、
被
爆
者
援
謹
法
運
動
、
ナ
ガ
サ
長
崎
の
証
言
運
動
は
、
被
爆
体
験
の
風
化
に
抗
し
、
て
の
〃
証
言
の
会
〃
の
構
成
原
理
を
再
確
認
し
つ
つ
、
キ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
へ
参
加
す
る
。
再
び
核
戦
争
を
起
さ
せ
ぬ
市
民
運
動
と
し
て
、
十
五
さ
ら
に
息
長
い
市
民
運
動
を
持
続
す
る
た
め
に
、
運
⑤
草
の
根
反
核
市
民
運
動
の
推
進
年
間
持
続
し
て
き
た
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
証
言
が
動
出
発
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
新
し
い
前
進
を
期
し
３
．
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
、
４
．
２
須
磨
子
忌
の
集
い
、
一
過
性
の
被
害
体
験
の
感
傷
的
表
現
に
と
ど
ま
る
こ
た
い
」
・
こ
れ
は
新
年
度
に
ひ
き
つ
づ
く
課
題
と
し
８
月
長
崎
平
和
旬
間
、
８
．
焔
・
不
戦
の
集
い
、
ｍ
と
を
自
戒
し
、
そ
の
相
対
化
、
客
観
化
に
努
め
、
被
て
残
さ
れ
て
い
る
。
月
国
連
軍
縮
週
間
．
吃
・
８
不
戦
の
集
い
の
持
続
。
爆
の
前
史
と
後
史
を
含
め
た
戦
争
・
原
爆
・
戦
後
の
①
『
長
崎
通
信
』
は
年
五
回
の
刊
行
と
な
っ
た
が
、
⑥
平
和
・
軍
縮
教
育
運
動
へ
の
参
加
全
体
験
を
視
野
に
お
い
た
反
核
思
想
の
確
立
、
真
の
会
財
政
の
逼
迫
の
た
め
、
紙
面
の
相
当
部
分
を
一
般
２
．
皿
九
州
平
和
教
研
集
会
、
３
月
軍
縮
教
育
フ
草
の
根
の
国
際
連
帯
を
志
向
し
て
き
た
。
最
近
の
内
商
業
紙
か
ら
の
切
り
抜
き
記
事
で
埋
め
、
会
員
か
ら
オ
ー
ラ
ム
、
６
月
全
国
平
和
教
育
シ
ン
ポ
、
狸
月
九
外
情
勢
は
、
被
害
・
加
害
・
抵
抗
の
全
体
験
を
照
射
の
通
信
の
比
重
は
少
く
な
っ
て
い
る
。
地
元
各
紙
記
州
民
教
研
集
会
等
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
。
し
つ
つ
、
反
核
運
動
の
新
し
い
質
を
間
う
て
い
る
。
者
の
積
極
的
な
報
道
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
⑦
会
員
。
鏡
者
拡
大
と
青
年
部
の
確
立
証
言
運
動
の
可
能
性
も
こ
の
自
己
変
革
と
連
帯
の
試
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、
会
独
自
の
通
信
の
強
化
に
努
会
員
の
倍
加
（
千
名
目
標
）
、
青
年
部
結
成
を
め
み
の
な
か
で
の
み
拓
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
後
の
会
員
・
読
者
の
拡
大
、
ざ
し
て
努
力
し
、
会
活
動
の
分
担
強
化
を
は
か
る
。
組
織
強
化
の
た
め
に
も
、
ま
た
全
国
誌
『
ヒ
ロ
シ
マ
③
長
崎
平
和
推
進
協
鐵
会
、
ヒ
ロ
シ
マ
。
ナ
ガ
サ
ロ
証
言
運
動
の
総
括
と
次
年
度
の
課
題
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
』
を
補
う
地
方
紙
と
し
て
「
長
キ
国
際
平
和
研
究
所
設
立
へ
の
参
加
崎
通
信
』
の
充
実
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
国
連
や
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
軍
縮
キ
ャ
ン
ペ
ｒ
ソ
に
長
崎
の
証
言
の
会
は
こ
の
一
年
間
、
反
核
証
言
誌
②
会
員
・
読
者
の
拡
大
、
青
年
部
の
確
立
。
参
加
し
、
長
崎
に
お
け
る
反
核
運
動
セ
ン
タ
ー
と
し
刊
行
・
普
及
と
、
他
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
反
核
市
会
財
政
の
慢
性
的
危
機
を
克
服
す
る
た
め
に
も
、
て
の
「
長
崎
平
和
推
進
協
議
会
」
、
国
際
的
核
軍
縮
民
運
動
と
い
う
二
つ
の
分
野
で
、
終
始
一
貫
、
地
道
会
員
・
読
者
の
倍
加
を
追
求
し
、
青
年
部
の
確
立
を
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
な
草
の
根
の
反
核
運
動
を
展
開
し
て
き
た
。
実
現
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
若
手
運
営
委
員
の
国
際
平
和
研
究
所
」
の
設
立
に
協
力
し
、
種
極
的
に
以
下
、
こ
れ
ら
の
運
動
を
総
括
し
つ
つ
、
次
年
度
結
集
を
つ
よ
め
、
各
職
場
の
青
年
婦
人
層
へ
の
浸
透
ｏ
参
加
す
る
。
の
課
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。
’
一
九
八
二
年
十
一
月
十
七
日
、
総
会
確
認
Ｉ
教
え
子
や
息
子
娘
た
ち
、
被
爆
二
世
へ
の
運
動
継
承
● ●
●言
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